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日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
実
態
は
、

自
給
率
が
わ
ず
か
四
％
と
い
う
脆
弱
さ
で

あ
り
、
現
下
で
も
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖

の
危
機
が
あ
る
。
安
定
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
源
の
確
保
、
自
給
率
向
上
は
「
安
全
」

の
た
め
の
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
は
世
界
の
脅
威
と

な
っ
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
世
界
平
均
で
五
〇
％
削

減
を
目
標
に
、
日
本
で
は
六
〇
〜
八
〇
％

削
減
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
（
二
〇
〇
八

年
六
月
）
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
の

事
故
発
生
前
の
日
本
は
、
原
発
へ
の
依
存

を
二
九
％
か
ら
順
次
高
め
、
二
〇
三
〇
年

に
五
三
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
。

現
在
、
多
く
の
国
民
は
、
原
子
力
安
全

へ
の
信
頼
を
失
い
「
脱
原
発
依
存
」
に
傾

い
て
い
る
が
、
心
の
底
で
は
、
戦
争
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
の
教
訓
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
重
要
さ
、
地
球
温
暖
化
の
脅

威
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
過
剰
な

期
待
へ
の
懸
念
も
合
わ
せ
て
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
比
較
考
量
す
る
上
で
、

原
子
力
安
全
の
本
質
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

文
明
を
支
え
て
い
る
技
術
、
社
会
の
諸

制
度
は
、
安
全
を
第
一
に
し
て
発
展
し
て

き
た
。
安
全
の
指
標
は
、
設
備
、
機
器
の

故
障
、
事
故
を
防
ぎ
、
公
衆
へ
の
危
害
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
万
一
発
生
し

た
事
故
、
災
害
時
に
も
人
命
、
健
康
を
守

る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
産
業
事
故
防

止
の
た
め
に
は
、
安
全
な
施
設
、
設
備
を

作
り
、
安
全
に
運
用
す
る
こ
と
は
当
然
と

し
て
、
発
生
し
た
事
故
を
教
訓
と
し
て
学

び
、
改
善
、
改
良
を
施
し
、
人
間
の
錯
誤
を

防
止
す
る
た
め
に
人
間
特
性
の
分
析
、
組

織
の
あ
り
方
等
の
観
点
か
ら
も
安
全
性
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

様
々
な
リ
ス
ク
と
人
命
確
保

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
、

世
界
の
産
業
事
故
統
計
が
示
す
よ
う
に
、

人
の
死
亡
を
伴
う
事
故
が
起
き
て
い
る
。

社
会
の
諸
活
動
は
経
済
や
福
祉
に
資
す
る

一
方
、
リ
ス
ク
低
減
へ
の
戦
い
が
不
可
分

の
営
み
と
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
今

回
の
東
日
本
大
震
災
と
津
波
の
よ
う
な
自

然
災
害
や
地
球
温
暖
化
に
伴
う
干
ば
つ
、

洪
水
、
竜
巻
、
台
風
の
巨
大
化
等
、
様
々

な
リ
ス
ク
の
脅
威
に
対
し
て
も
戦
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
戦
い
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
人
の
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
、
そ
の
こ
と

を
安
全
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
人
の
命

を
脅
か
す
脅
威
の
受
け
止
め
方
（
認
識
）
や

自
己
責
任
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

に
よ
っ
て
も
安
全
の
感
じ
方
は
異
な
る
。

世
界
で
共
通
の
目
標
で
あ
る
原
子
力
安

全
は
、
放
射
線
に
よ
る
人
の
健
康
を
損
な

わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
平
時
に
は
、
こ
の
こ

と
を
当
た
り
前
と
受
け
止
め
て
も
、
今
回

原
子
力
安
全
の
本
質
を
知
る

従
来
、
国
民
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

約
七
割
の
人
が
原
子
力
に
「
不
安
」
と
答

え
て
い
た
。
こ
の
「
不
安
」
は
漠
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
が
過
酷
事
故
に
進
展
し
、
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
伴
う
放
射
線
の
健

康
影
響
に
対
す
る
「
不
安
」
と
い
う
現
実

の
も
の
と
な
り
、
現
在
、
約
七
割
の
人
が

「
脱
原
発
依
存
」
に
賛
同
し
て
い
る
。
持

続
可
能
な
文
明
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
「
安
全
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
々
に

「
不
安
」
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
身
の
安
全
か

ら
、
家
族
や
自
ら
が
属
す
る
集
団
、
社
会

の
人
々
の
身
の
安
全
を
第
一
に
し
て
諸
々

の
営
み
を
行
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
安

全
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
等
は
平
時
、
あ
る
こ
と
が
当

た
り
前
と
思
い
、
供
給
が
断
た
れ
る
危
険

性
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
七
〇
年

前
に
、
石
油
資
源
確
保
が
戦
争
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
確

保
が
、
国
民
の
命
、
国
の
基
盤
を
支
え
る
安

全
保
障
そ
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ

て
死
活
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
四
〇
年
前
の
中
東
紛
争
に
端
を
発
す

る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
要
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。
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の
事
故
で
、
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の

放
射
能
は
自
己
責
任
で
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
、
放
射
能
を
恐
怖
と
受
け
止
め
て

い
る
の
で
、
放
射
線
に
よ
っ
て
人
の
健
康

が
損
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
冷
静
に

判
断
す
る
状
況
に
は
な
い
。
し
か
し
、恐

怖
心
の
原
因
と
健
康
へ
の
影
響
に
関
す

る
事
実
を
直
視
し
な
い
限
り
現
状
の
混

乱
を
克
服
す
る
道
は
見
え
な
く
な
る
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
長
期
に

わ
た
る
電
力
生
産
を
通
し
て
社
会
の
経

済
、
福
祉
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
稀
な

自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
過
酷
事
故
に
ま

で
進
展
し
、
環
境
に
大
量
の
放
射
性
物

質
を
放
出
し
、
放
射
能
汚
染
を
も
た
ら

し
た
こ
と
に
対
し
て
社
会
か
ら
大
き
な

非
難
を
受
け
て
い
る
。
過
酷
事
故
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
は
厳
し
い
反
省
が
必

要
で
あ
る
。
放
射
能
汚
染
も
あ
っ
て
は

な
ら
ず
非
難
の
対
象
で
あ
る
。

強
い
放
射
線
は
危
険
で
あ
り
、
四
〇

〇
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
（
ｍ
Sv
）
の
放
射

線
は
、
半
数
の
人
の
命
を
奪
う
。
短
時

間
の
一
〇
〇
〇
ｍ
Sv
で
は
五
％
の
発
癌

率
増
加
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
今
回
の
事
故

で
は
発
電
所
敷
地
境
界
で
一
一
・
九
ｍ

Sv
／
hr
が
最
大
値
と
し
て
検
出
さ
れ
た

が
、
二
月
二
〇
日
に
公
表
さ
れ
た
被
ば
く

線
量
の
評
価
に
よ
る
と
、
四
か
月
の
積
算

で
最
高
が
二
三
ｍ
Sv
、
五
七
・
八
％
の
方

が
一
ｍ
Sv
未
満
、
九
九
・
二
％
の
方
が
一

〇
ｍ
Sv
未
満
で
あ
り
、
専
門
家
も
健
康
影

響
に
考
え
難
い
水
準
と
述
べ
て
い
る
。
な

お
、
立
地
審
査
指
針
の
目
安
線
量
二
五
〇

ｍ
Sv
を
十
分
下
回
っ
て
い
る
。

正
し
い
放
射
線
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

過
酷
事
故
を
想
定
し
た
環
境
の
放
射
能

汚
染
に
対
す
る
社
会
的
備
え
も
公
衆
の
心

の
備
え
も
な
い
と
こ
ろ
に
、
稀
な
自
然
災

害
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
放
射
能
汚

染
は
、
汚
染
の
程
度
、
被
ば
く
線
量
の
程

度
の
問
題
で
は
な
く
、
環
境
汚
染
そ
の
こ

と
自
体
が
日
常
か
ら
か
け
離
れ
た
恐
怖
を

与
え
、
食
品
汚
染
、
退
避
な
ど
風
評
被
害

も
含
め
甚
大
な
被
害
を
与
え
、
生
活
権
を

奪
わ
れ
た
怒
り
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
六
〇
年
の
長
い
年
月
の
間
「
閾
値
な

し
の
線
形
仮
説
」
の
下
で
放
射
線
は
、
い

く
ら
低
く
と
も
危
険
で
あ
る
と
い
う
常
識

が
浸
透
し
た
社
会
が
あ
っ
た
。

三
八
億
年
の
生
命
の
進
化
の
過
程
で
獲

得
し
た
自
然
放
射
線
に
対
す
る
生
体
の
防

御
シ
ス
テ
ム
（
修
復
、
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
）
が

あ
る
か
ら
こ
そ
現
在
の
人
類
が
存
在
し
て

い
る
。
自
然
放
射
線
は
地
域
で
数
十
倍
の

差
が
あ
り
、
ま
た
、
原
爆
被
爆
者
等
の
膨

大
な
疫
学
調
査
の
結
果
か
ら
一
〇
〇
ｍ
Sv

放
射
線
に
よ
る
人
の
健
康
を
損
な
わ
な
い
こ
と

以
下
の
放
射
線
量
で
は
健
康
へ
の
影
響
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
知
見
が
得
ら
れ
て

い
る
。
原
子
力
安
全
は
、
放
射
線
に
よ
っ

て
健
康
を
損
な
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

低
線
量
放
射
線
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
を
正

し
く
認
識
し
な
け
れ
ば
原
子
力
安
全
は
論

じ
ら
れ
な
い
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
二
五
年
目
に

報
告
さ
れ
た
ロ
シ
ア
政
府
の
報
告
書
に
は
、

放
射
能
と
い
う
要
因
と
比
較
し
た
場
合
、

精
神
的
ス
ト
レ
ス
、
慣
れ
親
し
ん
だ
生
活

様
式
の
崩
壊
、
経
済
活
動
の
制
限
等
事
故

に
関
連
し
た
他
の
影
響
の
方
が
遥
か
に
大

き
い
損
害
を
人
々
に
も
た
ら
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
国
際
放
射
線

防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
は
、
新
知
見

に
基
づ
い
た
非
常
時
に
お
け
る
最
適
化
の

考
え
方
を
示
し
て
い
た
。
低
い
放
射
線
量

の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
得
ら
れ
た

事
実
、
知
見
を
反
映
し
た
社
会
の
備
え
が

構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

過
酷
事
故
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
、
放

射
性
物
質
の
放
出
を
防
ぐ
こ
と
、
ま
た
、

リ
ス
ク
を
極
小
化
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
軽
水
炉
の
信
頼
性
は
一
段
と
向
上
す

る
。
放
射
線
医
学
の
専
門
家
の
言
葉
を
傾

聴
し
、
理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
、
専
門
家

と
一
般
社
会
と
の
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
文
明
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
リ
ス
ク
を
比
較
考
量

す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。

　　　安全　　　安全＝健康が損なわれない＝健康が損なわれない

原子力安全＝ 放射線によって  健康が損なわれない

　　　安全＝健康が損なわれない

施設からの放射線、放射
性物質に汚染された土地、
食品などからの放射線

・生体に備わっている防御機能
・疫学調査の事実
　・高い自然放射線地域住民
　・広島、長崎原爆被ばく者
　・セミパラチンスク地域住民
　・チェルノブイリ事故被ばく者
　・職業被ばく者

100mSv
以下では
健康への
害は認め
られない

ゼロならば無害
どんなに低くとも有害


